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●　は じめ に

　 戦後 半世紀 以上 を経 た 現 在 、 従 来の 教育

制 度 に 対 する見直 し論議が 盛 ん で あ る 。 戦

後の 復興 と高度経済成 長 を支 えて きた暦年

齢 主義、お よび そ れ に基 づ く画
一的 な教育

課程 もそ の 例外で は な い 。 教 育 シ ス テ ム の

自由化、多様化の 推進 とい う観点か ら 、 こ

れ まで 厳格 に 保持 され て きた一年 齢
一学年

の 原 則 が 見直 され よ うと して い る 。 その
一

つ の 現 れが、才能 教育に 対す る 関心 の 高ま

りで ある 。 千 葉大 学 におけ る い わ ゆ る 「飛

び 入 学」 の 採 用 に 続 き 、 他 の 幾つ か の 大学

がそ の シ ス テ ム の 採用 を検討 し始 めて い る 。

また、大 学 院の 早 期入 学もすで に制度 と し

て 定着 し、 量的に も拡大 しつ つ あ る 。

　 た しか に 、 そ う した制度 上 の 変化 は 顕著

で
一

見華 々 しい 。 しか し、そ う した形 態で

の 行政 的改 変が進め られ て い くに あた っ て 、

重大 な問題 が あ るこ と を忘れて は な らない 。

そ れ は 、 才能 を有す る児童 ・生徒 の 実 態が

ほ とん ど とい っ て よい ほ ど把 握されて い な

い こ とで あ る 。 具体的な実態認識 をなお ざ

りに した ままで 制度 だ けの 変更が 進め られ

た と して も、それ だけ で は実効あ る シ ス テ

ム の 構築 は期 待で きない 。
「教育上 の 例 外措

置 に関 する基礎的研究」 （代表麻生誠 ・平成

10−12 年度科学研究 費助成 研究 ）は、そ う

した状 況 を背景 に 企画 さ れ実施 さ れ た もの

で あ る。

●調査の 概要

　わが 国の教育をめ ぐる さまざまな状況 に 適

合 した 才 能教 育の た め の シ ス テ ム を構築 する

ため には、まず何 よ りも現実に暦年齢に基 づ

くカ リキュ ラ ム 内容 を越 えた能力 を有 して い

る 児童 ・生徒が どの 程度存在 する の か、また、

彼 らの うち の どれ だ け の 児童 ・生徒 が教育上

の 例外的な措 置 を必要 と しあ る い は 望 ん で い

る か 、 と い っ た実態 を知 る こ とが必要で あ る 。

そ こ で 、 才能 児 （者）の 現状 に関す る全 国規

模 の 実態調査 を実施 した 。 対象 と した学 年の

範囲は小学校か ら高等学校まで の 12 学年で あ

るが 、今回の 調査 で は 、 客観的な 実態把 握を

主 な 目的 と したため 、児童 ・生 徒本 人 で は な

く、最 も身近で か つ 彼 ら の 能力 に つ い て の最

も適 切な 観察者、評価者で ある と思わ れ る教

員 を調査対象者 と した 。 サ ン プ リ ン グは基本

的 に全 国学校
一

覧 を用 い 、次の ような方法で

行 っ た 。 まず 、 公 立 小 中学校に つ い て は 、最

初 に人 口 規模 で 配分 した都道府県 を抽出 し、

そ の それぞ れの 中か ら学校 を抽 出す る と い う

二 段層化抽出法 に よっ て 対象校 を選ん だ 。 第
一抽 出単位 と して 抽 出さ れ た の は 、 宮城県、

東京都 、 新潟県 、 福 井県 、 静 岡県 、 三 重 県、

岡 山県 、 徳島県 、 そ し て 熊本 県で あ る。さ ら

に そ れ らの 県の 中か ら、 学校数 に応 じて 対 象

校 を無作 為に 抽 出 し、校長先生 を通 して そ れ

ぞ れ 1 〜 6 年生の 担任の 先生 6 名に配票 した 。

小 中学校 で は、そ れに 加 え て 、国立 大 学の 附

属小 中学校 全校 も対 象 と し た。つ い で 、 高校

に関 して は 、 全 て の 都道府 県 の 大学進学ラ ン

キ ン グ上位 170 校 を対象 と し、やは り校長先

生 を通 じて 、 それ ぞ れ国語科 と数学科の担 当（1

年生 〜 3 年生）計 6 名ず つ に調査票 を配布し

た 。調査の 時期は 2000 年 10 月か ら 11 月 にか

け て で あ り、実査 の 方法 は郵送法に よ っ た 。

　調査票 を送付 した対象者数 、 有効 回答人数

お よび 有効 回答率 は 下の 表の とお りで あ る 。

有効回答率の ば らつ きは 、 小 中段階で基 本 的

に 無作為抽出を行 っ たの に対 し 、 高校段 階で

は意図的に 上位進学校 を選ん だ こ と によ る 。

図表 1　 学校種 ごとの 調査票送付数 、

　　　　有効回答人数お よび有効回答数

学校種 調査票送付数　　　　有効回答入数　　　有効回答率〔％｝

公立小
国大附小
公 立 申
国 大附 中
公立高
国大附高
私 立高
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●基礎的集 計結果

　 調査で は 、まず他 の 児童 ・生徒に比 して 明

らか に学習上 の 進度 の 著 しい 者が い る か い な

い か に つ い て尋 ねた 。 学校 種 ご とに 「明 らか

に 進んで い る児童 ・生徒の 存在」 とい う質問

に対す る回答 を見 る と、小学校 で 35．9 ％、中

学校で 54．2 ％、高等学校で 62．2 ％の 教 員が 「い

る 」 と回答 した こ と がわ か っ た 。ただ し、こ

れ は い うま で もな く有名大学進 学率の 高 い 高

校 を意 図的 に サ ン プ ル と したため の 当然の 結

果 であ るとい える 。

　 一方、調査で は、さらに 上級学年に 行 っ て

も高水 準の 達成を期待で き るよ うな例 外的な

進度の 児童 ・生徒に つ い て も尋 ねて い る。存

在 を回答 され た児童 ・生徒 の 人数 を、有効 回

答を寄せ た教員 の 担任 す る全 児童 ・生 徒の 総

数で除 した そ の 出現率 （以下 、 非常に 進ん で

い る 児童 ・生徒の 出現 率）は 、 言語的能力で

は国立 小で 1．5 ％、公 立 小で 029 ％ 、 国立 中

で 1．02 ％、公立 中で 0．09 ％、国立高で 0．ユ6

％、公立 高で O．35 ％、私立高で 0．98 ％で あ っ

た 。 また、数学的能力 で は、国立 小 で 1．87 ％、

公立 小 で 0．27 ％、国立 中で 0．82 ％、公 立 中で

0．07 ％、国 立高で 1．61 ％、公 立 高で 0．32 ％、

私 立高で 0．93 ％で あ っ た 。 他 と の 比較で 明 ら

か に進 ん だ 児童 ・生 徒 は多 く認め られ るが 、

上 級学年の 学習 を して も優秀だ と判断 さ れ る

ほど進んだ児童 ・生徒 はそ れほ ど多 くな い と

い う こ とで あ る 。 それ で も、公立 小学校で は、

言語的能力 、 数学的能力 ともに 1
，
000 名中に 3

名程度の 例外 的才 能児 が認め られ る こ とが わ

か る 。

図表 2　 非常 に進ん で い る児童 ・生 徒の

　　　 　出現率 （数学的能 力）
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　 こ こ で はまず小学校の場合 に つ い て 、い く

つ か注 目す べ きデ
ー

タ を示そ う。、 小学校に 関

して 、 担当 す る 児童の 中で 最 も進 ん で い る と

思わ れ る 1名 の 日常の 学習や 生活 の 状況 を見

て み よ う 。 言語的能力 に関 して優秀 な児童 で

は 、「語彙 な ど、国語 に 関 する 知識が 豊 か だ

（3．68）」、「新 しい 学習内容 も素早 く理解 する

（3．73）」 などの 項 目で肯定傾向が強 くな っ て

い る 。 逆 に 「病気 な ど以 外で 学校 を休 むこ と

が ある （1．19）」、「国 語の授業中、自分 だ け他

の こ とを して い る （1．34）」 で は否定傾向が強

くな っ て い る こ とが見 て取れ る。同様に、数

学 的能力 で は 、
「算数の テ ス トな どは素早 くや

り終え て し ま う （3．84）」、
「新 し い 学習内容も

素早 く理解す る （3．76）」、「計算力など、算数

に関 す る技能が優 れて い る （3フ5）」 な どの項

目で肯定傾向が強 く、「病気な ど以 外で 学校 を

休む こ とがあ る （1．16）」、「算数 の 授業中、自

分だ け他 の こ とを して い る （L44 ）」 で は否定

傾 向が 強い 。 こ の よ う な結果 か ら、言語的能

力 、 数学的能 力と もに 、 小 学校で は、集団適

応 性が 高 く、 授業 に も熱心 に参加 し、か つ 理

解 力の ある 知識豊 富な子 と い う 「最も進ん で

い る 児童 」 の 姿が 浮か び 上 が っ て くる 。 ア メ

リカ にお け る同様 の 調査で は 、才能児の 多 く

が 授業 に退屈 し、不適応傾 向が見 られ る と報

告され て い る の と対照 的で あ る 。

図 表 3　 非常に 進ん で い る児童・生徒の

　　　　学習態度 （小 学校 ・数学的能力）

病気以 外休暇

授業 中ぼ一
っ と

授業 に 退 屈

高 い 成熟度

学 級 内友 人 多

教師 との 対話

知 的 能 力優

難 問 に 興 味

計 算 力優

テ ス ト素早 く

0　　 1　　 2　　 3　　 4　　 5

　
一

方 、 個 々 の 教 員は 、 才能 そ の もの を ど の

よ うに 見て い るだ ろ うか 。 小学校の 場合 を見

てみ よう。
「私国立 中学等の 入試で 試され る能

力 は何か 」 で 回 答数が多 か っ たの は 「知識 」

（71．5 ％）で あ っ たが、そ の
一方で 「才能の

中で 最 も重 要だ と思 われ る 能力 何か 」 に 対 し

て は 「創造性」 （79．8 ％） とい う回答が多 く寄
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せ られて い る 。 ただ し、 その 創造性 も 「通常

の授 業で最 も身 に付 く能力 は何 か 」 に おい て

は 69 ％ と値が低 くな っ てお り、学校の 日常

的な 授業 を通 じて 身に付 く能力 とは 考え られ

て い な い こ と が 類推 される 。

　 他 よ りも明 らか に 進 んで い る と判断され る

児童に対す る教育指導に つ い て 尋ね た 結果が

示されて い る 。 教育指導 へ の 考え方で は 、

「学

校 は 単に知的能力の 向上 と知識の 獲得 を効率

的に行 うた め だ け の 組織で は な い 。 進度別指

導は集 団内に 不平等 を生み 、集団的人 間形成

に は マ イナ ス に 機能 す る と思 わ れ るの で 、基

本的に現行 の 年齢に よ る学年制を維持す べ き

だ （39．1 ％）」 が最 も高 く、
「学 習を効 率的に

進 めるために 、あ らゆ る児童はそ の 能力 に最

も適 した学年 で学習 を進め る べ きであ り、必

要な らば飛び 級、飛 び入 学があ っ て もよ い （7．0

％）」 と考え て い る 教員は 少数で あ る こ とがわ

か る 。

　 も し他の 児童 よ りも明 らか に進ん で い る と

判断 される児童 に対 して 学校 が特別な教育指

導上の 配慮 をする とす るな らば 、 そ れは どの

ような 目的あ る い は根拠 を持 つ もの で あ る べ

きか、とい う質問項 目では、「個人が 自ら希望

す る教育 を自由に 享 受する権利 を持 つ とい う

基 本的人権 の 尊重 を主 な根 拠とすべ きだ （37．5

％）」、
「優 れた能力 を埋 もれ させ る こ とな く

適切 に伸ばす こ とが社会全体 に と っ て 有益 だ

とい う考えに根拠 を持 つ べ きだ （36．3 ％）」 な

どに意見 が分 か れた 。

　 進んで い る と判断 され る児童に 対 し て 学校

が 特別 な教育指導上の 配慮 をする とする な ら

ば、そ れ は ど の よ うな基 本的条件を満 た す べ

きか 、 の 複数回答質問で 多 か っ た の は 、
「本人

の 十分な社会的 ・集団的発達 （74．5 ％）」、
「本

人の 希望 ・承諾 （70．9 ％）」、
「親 （保護者 ）の

希望 ・
承 諾 （57．8 ％）」 とい う回答であ っ た 。 7

割 を越 える回答者が、特別 な教育指導上の 配

慮にお い て 重 要視す る の は進 ん で い る児 童本

人の発達度 と意志 と答えて い る 。 つ ま り、児

童 本人 の 内的な基 準を重 要視す る態度だ と い

っ て よ い だ ろ う 。 他 方 、 学業成績 （23．9 ％）

や標 準化 された テ ス トの 結果 （259 ％）、担任

教員の 判断 （25．5 ％）な ど 、 外的か つ 客 観性

の あ る 基準は あ ま り重 視 され て お らず 、 小学

校教員の 多 くが 、 才能教育を才能児個人個 人

の 事情 に よ り個別 的 に 行われ る べ き営為 だと

意識 して い る こ とを見て 取 る こ とが で きる 。

　高い 才能を持つ 児童 を通 常の 学級内で 指導

す る と した場合 、 自分
一

人で 学級全 体 に対 し

て もその 児童に対 して も十分な指導をするこ

とが可能か、の 問い に は、「児童数に かか わ ら

ず 高い 才能 を持つ 児童 へ の 指導が 不十分 にな

る と思 う （38．1 ％）」、
「学級内の 児童数が 十分

少なければ可能 だ と思う （33．7 ％）」 に 回答 し

た 教員が 多か っ た 。 他方で 、「児童数に か か わ

らず一般 の児童 へ の指導が 不 十分 に な る と思

う （7．1 ％）」 と い う回答は 最も少 なか っ た 。

学級経営 が基 本的 に
一

般 の 児 童 中心 に行わ れ

て い る と い う 、 あ る意味で 非常 に健全 な リス

ポ ン ス で ある とい うこ とが で き よう 。

　 高い 才能 を持 つ 児童 に 対 し学校 が特別な 教

育指導上 の 配 慮 を す るた め の 条件 と して 必 要

な こ とは何か 、 の 問い （複数回答）に対す る

回答は 、
「国民的規模 で の 同意 と共通理解 （60．1

％）」、「才能教育の 理論的研 究 （51．0 ％）」、「わ

が国の 現状把握 （43．9 ％）」、「才 能教育を支援

す る 専門家 （カ ウ ン セ ラーな ど）の 養成 （42．7

％）」 の 順に 高か っ た 。

一
方 、

「教 員養成 課程

で の 才能児教育 コ ース の 提供 （13．4 ％）」 を選

ん だ回答者が 少なか っ た こ とか ら、 多 くの 教

員が 、 才能教育 を一般の 教育活動 とは違 っ た

特別な教 育 とし て と らえ る と い う考 え方 に立

っ て い な い こ とが窺えた 。

　 注 目 したい の は、「他 の 児童 ・生徒 よ り進ん

だ学 習 をさせ る べ きだ と思 う （以下 、 進 んだ

学習可 と略）」 と 「飛び級 をして も問題は ない

と思 う （以 下、飛び級可 と略）」 とい う質問項

目で あ る 。 こ の 2 項 目は 、才能児 ・才能者の

学習態度 と い う よ り、回答者 つ ま り教員 の 才

能教育 に 対す る考 え方で ある 。 後 に 因子 分解

の と こ ろ で 詳 し く取 りあげる が、 こ こ で は属

性集団ご と の 変化 を見てみ よ う 。

　 小学校の 場合 に つ い て 、 言語的能力に おい

て も 、 数学的能力 におい て も 、
「進 んだ学習可 」、

「飛び 級可」 の 評定値は 、 全体 で み れば 2．50

付近 で、い ずれ もほぼ中央値で ある 。 しか し、

回答 した教員の 性別 を見 る と、大 きな差 異が

あ る こ とが わ か る 。 言語的能力に おけ る 「進

んだ学習可 」 の 評定値が、男性教員で 2．82、

女性教員で 1．87 で あ り 、 そ の 差 は 0．95 とな っ

て い る 。
「飛び級可」 の 評定値 に至 っ て は 、 男

性教 員で 2．93、 女性教員で 1．79 で あ り、そ の

差は 1．14 に まで 上 る。ま た数 学的能力 に お い

て は 、 そ れ ぞ れ 「進 ん だ学習可 」 の 評定 値が 、

男性教員で 2，72、 女性教員で 2．22 で あ り、 そ

の 差 が 0．50 となる 。

一方 「飛び 級可 」 の 評定

値 が、男性教員で 2．69、女性教 員で 2．03 であ

り、そ の差 0．66 とな っ て い る 。 ここか ら推測

さ れ る の は 、 男性 教員の 方 が 、 才能児 に対 し
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て 他の 児童 よ り進ん だ学習 を させ た り、 飛び

級 を して も問題 はな い と い う考え に肯定的な

傾 向が あ る こ と、 逆 に女性 教員の 方は 、 こ れ

らの 考えに否定的な傾向に あ る とい うこ とで

あ る。

　概 し て 、小学校、中学校 、高等学校 と学校

が進 む に つ れ 、同時に 1 年、2 年、3 年 と学年

が進むに つ れ 、

「進 ん だ学習可 」の 評定値 も 「飛

び 級可 」 の 評定値 も大 き くな っ て い き 、 才能

者に 対 し て 他の 児童 よ り進 ん だ 学習 を させ た

り、飛び級 を して も問題はな い とい う考 えに

肯定的な傾 向が よ り強 ま っ て くる とい うこ と

が で きる 。

●相関およ び 因子分析結果

　 基礎的集計結果か ら得 られ た情報に 基づ い

て、数値の 背後 に 隠れて い る質 問項 目相互 の

関連性 に歩み を進め て み よ う 。 変数間の 相 互

の 関連性を見 る ため に、最 も基本 的な手段 と

して相関分析 を用 い た 。

　 相 関行列 か らは変数 間の どの ような関連 が

わか るだろう 。 まず、小 学校の数学的能力 （算

数）の相関係数行列 を見 る と、「算数の 授業 に

熱心 に参加 して い る 」 と正 の 相関 が高 い の は、

順 に 「教師 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン は十分 に

とれ て い る 」、「一般 的な知的能力 が優 れ て い

る 」、
「文章題な ど の 数学的論理 力 が優 れ て い

る 」、
「算数の 進 ん だ内容 に強い 興味 を示す」

で あ る 。 反対 に 負の 相関が 高い の は 、 絶対値

の 大 きい 順 に 「算数の 授業中 、 ぼ一
っ として

い る こ とがある 」、「算数の 授業 中、自分 だけ

他 の こ とを して い る 」、「算数の 授業内容に退

屈 し て い る 」、「学級内で は孤 立 して い る方 だ 」

で あ る 。 こ れ らの こ とか ら、算数 の 授業 に 熱

心 で ある こ とは、一般的な知 的能力、特 に 数

学的論理 力 が優れて い る こ と 、 さ ら に 高度 な

内容に 強 い 関心 を示 し、先生 とよ く話 すこ と

と関連性があ り、そ れ と同時 に 、授業 中は退

屈 す る こ と も な く、ぼ一
っ とな どせず、自分

だ け他 の こ とを して い る こ とも な い 、従 っ て

学 級内で は孤立 して い ない こ と とも関連性 が

あ る らし い こ とが見て 取れる 。 ただ し 、 集団

の 合併 の効果 や疑似相関の 可能性は 残 されて

い る 。

　 また注目すべ き点 は、「他 の 児童 ・生徒 よ り

進 ん だ学習 をさ せ る べ きだ と思 う」 と 「飛び

級 を して も問題 は な い と思 う 」 の 2 項 の 相関

であ る 。 相 関係数は 0．811 と
1
か な り高 く、正

の 相関がある こ とを示 して い る 。 こ の 傾向 は、

小学校で も中学校で も高等学校で も変わ らず、

常 に相 関係数 0．4 以上 で 、 中程度以上 の 正 の

相関が ある 。 こ れに よ っ て 、
「進 んだ学習可」

に肯定 的な意見の 教員には、「飛 び級可」 に も

同時に 肯定 的な意見 を持 っ て い る教 員の 多 い

こ とが 示唆され る。

　 量的変数間の 相関係数 を基礎 と し て 、 変数

を分 類 す る こ とを 目的 に す る多変量 解析 の 手

法 が因子分析 であ る 。 回答者の 才 能教育に対

す る考 え方で ある 2 項 目 、
「他の 児 童 ・生徒 よ

り進ん だ学習 をさせ る べ きだ と思 う」 と 「飛

び 級 を して も問題 はな い と思 う」 を除 い て 、

才能児 の 学習態度 を尋ねた 18 〜 20 項 目に つ

い て 主 因子法 に よ り因子を抽出す る 因子分析

を試み る こ と と した 。 試行の 結果 、 小学校の

数学的能力 （算数 ）で は 、 3 つ の 因子 が得 ら

れた 。 第 1 因子は 「孤立 ・退屈 」、 第 2 因子 を

「数学的 ・知的能力 」、第 3 因子 を 「Over　 Ac
hiever」 と命 名する こ とがで きる 。 国語の 場

合と違 い 、小学校の 才能 児に とっ て 、数学的

能 力 （算数の 能力 ）は
一

般的 ・知的能力 に吸

収 されて しま っ て い る 。 数学的能力 （算数の

能 力）は、一般 的 ・知的能力に比例 して い る、

ある い は 2 つ の 区別が つ け られて い ない とい

う こ とがで きる 。

　 さ らに 、教員の才能教育 に 対す る考え方の

傾 向 を知 る た め、因子 得点 に よ る分 析 を試み

た 。 上 述 の 因 子分析 で析出され た 因子 の それ

ぞ れ に つ い て 、 各回答者 ご との 因子得点 を求

め 、 それ を高い 順 に並 べ 替え、上 か ら 50 ％に

入 る上 位集団 （因子得点の 高得点群 ） と残 り

の 50 ％であ る下位集 団（因子得点 の 低得 点群）

の 2 群 に分 け る 。 こ の 2 群の 集団が、「進ん だ

学習可 」 と 「飛 び級可 」 に つ い て 、 どの よ う

に考えて い るか を検討 して み よ う 。

　 そ の 結果、小学校の 数学的能力 （算数 ）に

つ い て は 、
「数学的 ・知的能力」 の 因子得点が

高得点群であ る教員は 、
「飛び級可 」 に 最も肯

定 的 （2．95）で ある の に対 し、低得 点群で あ

る教 員は最 も否定 的 （1．95 ）で あ る こ とがわ

か っ た 。 つ ま り、数学的能力で は、知的能力

が 最大 の 基 準とな る と い う こ とで ある 。 ただ 、

こ の 場合 、 高得点群の 標準偏 差 が大 き い ため

（1．05）、意見の ば らつ きが大 きい こ とに も注

意する必 要が あろ う 。

一方、「孤立 ・退屈 」 の

高得 点群 と低得点群 に つ い て 見る と、両 者で

「進 ん だ学習可 」 も 厂飛び 級 可」 も とも に有

意差 が な い こ とが わ か る 。 つ まり、小学校に

関 して は、学級内で例外 的に 進んだ子供が 退

屈 して い るか ら例外 的措 置 が必要だ と判断 し

て い るの ではない こ とがわかる 。 （中高は 当日）
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